
看 護 の"教 え る ・導 く"作 用 の 進 歩

―脳血管損傷患者 の排尿 自立 に向けての援助にみ るその動向一
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要 約

筆者 らが編んだ生活行動援助の文献集Ⅰ ～Ⅲ(日 本看護協会出版会)に 収録された"排 泄に関する文献"1497

件中の、「学習 ・訓練」 の項に分類 され、研究方法分類上は 「事例」と判断された文献285件 のなかか ら、排尿の

自立に向けての援助を主題とした脳血管損傷および/あ るいは痴呆の事例37件 を対象に、看護の"教 える ・導 く"

作用は研究文献中にどのように表れているか、その作用 は年代を追 って研究的により明 らかにされているかどう

かについて調査 した。 その結果、看護の"教 え る ・導 く"作 用 は、1980年 以前は、いつ、 どのように、 という
"教える"に 焦点がおかれ

、"教 える ・導 く"の プ ログラム化が重視 されていたが、以後次第に、研究者(看 護

者)に よって看護そのものの一環とみなされるようになってきたことがわかった6本 来的な看護の不可欠要素と

して意識されつつあるといえよう。

キーワー ド:研 究の動向、看護の"教 える ・導 く"作 用、排尿の自立、脳血管損傷患者

1は じ め に

本来的な看護の働 きは、人々が 日常の生活行動を自分

の健康に役立つよ うに行 うのを助けることにある。病気

や障害のために生活行動が自力でまかないきれなくなり、

ときには他者に代行 して もらう事態 になった人 々の場合

も、看護の援助ないし代行は、その人のその生活行動が

その人の健康にとってプラスになるように行われること

をめざす。生活行動の主体はあ くまでもその人であり、

その人と看護婦が共に目指すのは健康一の回復、あるい

は保持、あるいは増進 一である。 この援助の過程では、

看護婦 は常になん らかの形で"教 える、あるいは導 く"

作用を働かせる。なん らかの形でその人が学ぶのを助 け

るのである。

筆者 らは、 日常生活行動援助 に関する文献(1949～

1993年)の みを対象 とする文献集1-3)の作成 にたずさわっ

てきたのであるが、その作業中から看護の"教 える ・導

く"作 用が研究文献中にどのように表れているか、その

作用は年代を追 って研究的により明 らかにされているか

どうかに注目して きた。今回はその疑問につき、排泄の

援助 の一側面、排尿の自立に向けての援助に関 して報告

す る。

Ⅱ　研 究 方 法

著者 らが1985年 か ら1993年 の9年 間に、合計14,808件

の生活行動援助に関する看護 の文献を読み編集 した 『生

活行動援助の文献集』1～Ⅲ に収録 した"排 泄に関する

文献"1497件 中の、「学習 ・訓練」 の項 に分類 し、研究

方法分類上は 「事例」と判断 した文献285件 のなかか ら、

排尿自立に向けての援助を主題 とした脳血管損傷および

/あ るいは痴呆 の事例を選び出 し、 さらに、以下の条件

を満たす文献を研究対象 とした。①観察や測定による事

実が書き出されている、②看護のプロセスが明確にある、

③"教 える ・導 く"作 用がみえる。抽出 した対象文献数

(表1参 照)は 、文献集Ⅰ(1949～1983年)か ら19件 、

Ⅱ(1984～1988年)か ら13件、Ⅲ(1989～1993年)か ら

5件 、の計37件 であった。分析の視点 は①"教 え る ・導

く"方 法 は何か、② どんな変化 に注 目して いるか、③
"教える ・導 く"の 焦点 は何か、④研究者の"教 え る ・

導 く"意 識 はどのようなものか、である。対象文献を絞

り、筆者 らそれぞれが上記4つ の視点で読み、それまで
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の各 自の研究 ・教育の経験をふまえて合議により内容分

析を行 った。分析期間は1997年6月 か ら1998年6月 まで

である。

Ⅲ　結果および考察

計37の 対象文献は、排尿 自立に向けてのプログラムの

作成 ・実施に焦点を当てて看護援助が記述 されているか

否かにより、1949～1980年 の12件(表2)と 、1981年 ～

1993年 の25件(表3)と に2分 された。表4は1980年 以

前の12件 のうちの代表的な4件 、表6は1981年 以降の25

件のうちの代表的な5件 であ り、それぞれにつ き、援助

の実際、すなわち方法、研究者による援助の効果の表現、

すなわち患者 のどのような変化に注目しているか という

こと、および"教 える ・導 く"の 焦点 として取 り出す こ

とのできる概念を示 した。研究者の"教 える ・導 く"意

識がどのようなものであるかは、これらのいずれにも反

映 されていると考えることができる。

1.1980年 以前の研究文献について

表2が この時期の対象文献の一覧、表4が その中でも

代表的な文献である。最 も早期の対象文献は1965年 のも

のであった。この時期の研究においては"教 える ・導 く"

は、どのよ うにすれば排尿を促すことができるかという

ことについてのみ考え られており、腹圧のかけ方、排尿

の各種誘導手順など、を"教 える"の がそのすべてであ

る。 そのような援助行為に際 しての患者への看護婦の対

応、 その際の患者の反応、看護婦による患者の意志表示

の受 けとめ、などの記述はきわめて少ない。排尿の自立

という事実上の変化、すなわちADLの 拡大をもっぱら

意識 した研究がほとんであった。研究者の関心の的は排

尿 自立のプログラムの確立 にあった。

その中にあって特筆すべきは、湯布院厚生年金病院看

護 部 によ る 「脳 血管障害 患者 の排尿 コ ン トロール」

(1976年)に 始 まり、「脳卒中片麻痺患者(女 性)の 排尿

の自立への看護(そ の1)、(そ の2)」(1978年)、 「排尿

自立への看護」(1978年)、 「排泄の自立が困難 な老人に

表2 1980年 以前対象文献

1.白 谷 ハ ル子:脳 出 血 後 の排 泄 の コ ン トロ ー ル の 一 例,看 護 技 術,11(2),53-57,1965.2

2.谷 口 早 苗:寝 た き り老 人 の 排 尿 訓 練 とADL確 立 を試 み て,看 護 学 雑 誌,40(1),54-60,1976.1

3.小 野 典 子:脳 血 管 障 害 患 者 の 排 尿 コ ン トロー ル,厚 生 年 金 病 院 年 報,4,222-224,1976.6

4.林 美 千 代:脳 動 脈 硬 化 に よ る 「ボ ケ」 「排 泄 障 害 」 に対 す る看 護 排 尿 訓 練 等 の 看 護 努 力 の結 果 、 社 会 復 帰 で きた 症

例(84歳 ・♀)か ら,臨 牀 看 護,3(8),1148-1151,]977.7

5.小 野 典 子 ・他:脳 卒 中片 麻 痺 患 者(女 性)の 排 尿 自立 へ の看 護(そ の1)一 排 尿 管 理 ー,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),

第8回,57-58,1978,2

立 川 幹 子 ・他:脳 卒 中 片 麻 痺 患 者(女 性)の 排 尿 自立 へ の看 護(そ の2)ー 排 尿 訓 練 一,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),

第8回,58-60,1978.2

6原 田 清 子 ・他:脳 卒 中患 者 の 排 尿 自立 へ の一 考 察,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第8回,61-62,1978.2

7.野 間 智 子:排 尿 自 立 へ の看 護,看 護,30(3),40-49,1978.3

8.佐 藤 美 紀 子 ・他:老 人 の 排 尿 自立 を 促 す 援 助 の 可 能 性 を 探 る,看 護,30(8),119ー129,1978.8

9.佐 藤 美 紀 子 ・他:老 人 の 自立 を促 す 看 護 技 術 の可 能 性 ー排 泄 自立 が で きな か った 看 護 の 分 析 ー,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人

看 護),第9回,72-74,1979.1

10.野 間 智 子:排 泄 の 自立 が 困 難 な老 人 に 対 す る援 助 に つ いて,看 護 技 術,26(13),1793ー1799,1980.10

11.若 林 マ サ 子 ・他:痴 呆 を 伴 っ た 脳 血 管 障害 患 者 の排 尿 管 理,看 護 学 雑 誌,44〈11),1173-1176,1980.11

12.安 藤 恵 津子:意 識 障 害 の あ る老 人 患 者 の 尿 道 留 置 カ テ ー テ ル抜 去 を試 み て,看 護 学 雑 誌,44(12),1290ー1293,1980.12



表3　 1981年 以 降 の 対 象 文 献

1.西 田 照 代 ・他:排 尿 自立 へ の 援 助,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第12回,11-14,1981.7

2.石 川 はつ え ・他:脳 膀 胱 か ら くる排 尿 障 害 患 者 看 護 の 一 考 察,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第13回,5-7,1982.7

3.島 尾 政 子 ・他:頭 部 外 傷 患 者 の 排 泄 の 援 助 を 通 して,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第13回,8-9,1982.7

4.木 暮 悦 子 ・他 二脳 外 科 病 棟 に お け る排 尿 介 助 の一 症 例,看 護 実 践 の科 学,7(10),42-50,1982.10

5.鈴 木 貴 志 代:尿 失 禁 患 者 の 排 尿 自立 援 助 の 一 考 察,日 本 看 護学 会 集 録(成 人 看 護),第14回,24-27,1983.8

6.近 千 恵 子:尿 意 及 び 自 然 排 尿 の な い 高 齢 患 者 に 対 す る排 尿 訓 練 の一 経 験,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第14回,27-

31,1983.8

7.森 田 敏 子:排 尿 障 害 の あ る 脳 卒 中 患 者 へ の ア プ ロ ー チ 排 尿 自立 へ の 援 助 を め ぐ っ て,月 刊 ナ ー シ ン グ,3(11) ,

1526一1532,1983.10

8.神 尾 和 子 ・他:麻 痺 、 失 語 症 を 伴 うNPH(正 常 脳 圧 水 頭 症)患 者 の 排 泄 自立 へ の 援 助,月 刊 ナ ー シ ング,4(9),1283-1291,

1984.8

9.門 脇 恭 子 ・他:片 麻 痺 に よ り排 泄 障 害 を きた した患 者 の看 護,臨 牀 看 護,10(9),1283-1290,1984.8

10.木 串 きみ 子 ・他:流 暢 性 失 語 症 患 者 の排 泄 自 立 へ の援 助,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第15回,188-190,1984.8

11.大 橋 洋 子:自 立 へ の 援 助 を通 して 老 齢 患 者 の"二 一 ド"を 考 え る ベ ッ ド上 排 泄 を強 い られ 、 援 助 に適 応 で きな か っ

た患 者 へ の 対 応 を 省 み て,月 刊 ナ ー シ ング,4(13),1846-1852,1984.12

12,国 武 和 子:排 泄 自立 へ の 援 助 を通 して意 識 障 害 患 者 の"ニ ー ド"を 考 え る 合 併 症 の い か ん に よ って は寝 た き りに

な る こ と も予 想 され た脳 内 出血 患 者 の 看 護 を 振 り返 って,月 刊 ナ ー シ ン グ,4(13),1860-1865,1984.12

13.鵜 澤 珍 衣 ・他:片 麻 痺 の あ る老 人 患 者 の 排 泄 自立 へ の 援 助,看 護 学 雑 誌,49(6),652-656,1985.6

14.山 下 郁 乃 ・他:排 泄 自立 へ の 援 助 一 ま っ た く動 け な か った75歳 の 女 性 に対 して 一,ク リニ カ ル ス タ デ ィ,6(7) ,817-821,

1985.7

15.久 保 静 江:・ 伊 藤 善 昭:脳 卒 中 患 者 の 排 尿 の 自立 へ の 援 助 一脳 出 血 の 事 例 を と お して 考 え る 一,看 護 技 術,32(8) ,989-993,

1986.6

16.沢 瀬 あや 子 ・他:術 後 高 齢 患 者 の"早 期 離 床"を 促 す ケ ア の 実 際 日課 表 を 用 い た"排 尿 自 立"へ の援 助 を 中心 に,月 刊

ナ ー シ ング,6(10),1338-1342,1986.9

17.田 村 悦 子 ・他:食 事 摂 取 お よ び 排 尿 の 自 立 へ の 援 助 一妻 へ の 依 存 心 の強 い 患 者 を 通 して 一 ,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看

護),第18回,79-81,1987。8

18.伊 藤 紀 子 ・他:高 次 脳 機 能 障 害 患 者 の 排 泄 行 動 自立 へ の 援 助 の 一 考 察,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第18回 ,82一84,

1987.8

19.中 村 紀 美 子 。他:老 人 性 痴 呆 を伴 う患 者 に対 す る看 護 の 手 が か り(そ の2)一 排 尿 の 自 立 に 向 けて の か か わ り一 ,日 本 看 護

学 会 集 録(成 人 看 護),第18回,73一75,1987.8

20.植 村 姉 枝 ・他:痴 呆 患 者 の 尿 失 禁 に 感 情 面 を 支 持 し た 看 護 の 一 考 察,日 本 看 護 学 会 集 録(老 人 看 護) ,第18回,76一78,

1987。8

21.千 葉 真 智 ・他:老 人 性 痴 呆 患 者 の 日常 生 活 動 作 の 拡 大 と排 尿 自立 へ の 援 助,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人 看 護),第20回,219-

222,1989.9

22.家 本 美 佳 ・他:排 尿 自立 と意 識 レベ ル 、 日常 生 活 動 作 と の 関 係 一16歳 の 脳 出 血 患 者 の 看 護 ー,日 本 看 護 学 会 集 録(成 人

看 護Ⅱ),第21回,189-192,1990.9

23.高 橋 早 苗:脳 梗 塞 患 者 の 排 尿 自立 へ 向 け て の 援 助,臨 牀 看 護,17(4) ,525-530,1991.4

24.工 藤 玲 ・安 部 良 子:脳 血 管 性 痴 呆 老 人 の排 尿 自 立へ 向 け て の援 助,臨 牀 看 護,17(4) ,539-541,1991.4

25.跡 部 和 子 ・他:右 完 全 麻 痺 ・全 失 語 患 者 の 排 尿 自立 を可 能 に した 援 助 と、 そ れ に 伴 う コ ミュ ニ ケ 一 シ ョ ン機 能 の回 復 失

禁 状 態 か ら 自力 で の ポ ー タ ブ ル トイ レ移 動 へ,臨 床 看 護 研 究 の 進 歩,3 ,76-85,1991.12

対 す る 援 助 につ い て 」(1980年)と 続 く一 連 の 研 究 で あ

る(表2の 文 献 番 号3、5、7、10お よ び 表5)。 予 測

的 、 計 画 的 な 排 尿 自立 に 向 けて の プ ロ グ ラ ム を 作 成 ・実

施 し、 そ の 効 果 を 事 例 を 重 ね て 報 告 して い る の だ が 、a.

他 の生 活 行 動 と の 関 連 や 、b.患 者 の 心 理 面 や 社 会 面 を 含

め た"教 え る ・導 く"で あ る こ と、 が 看 護 婦 の側 に意 識

さ れ て お り、"患 者 が 学 ぶ の を 助 け る"と い う個 別 的 、

全 人 的 な"教 え る ・導 く"作 用 を 認 め る こ とが で き る。

脳 賦 活 の た め の 刺 激 と して ハ ー バ ー ドタ ン ク浴 や ベ ッ ド

バスなどの清潔行動への援助、腹筋力を増強す るための

腹式呼吸訓練のような呼吸運動への援助、坐位保持訓練

という姿勢 ・体位に関する援助、夜間失禁を減 らすため

の安眠につなが るケアなどがaで ある。b .は、テ レビや

絵本により聴覚 ・視覚に刺激を与え る、大部屋への転室

により生活範囲の拡大 と日常生活動作の広がりを促す、

などにみることができる。加えて、事例を重ねるにつれ、

研究者は初期の段階か らいかなるケアも強要することな

く、患者 と十分話 し合 ってか ら行 うようになっていく。



表4　 1980年 以前の代表事例文献(4件/12件)



表5　 湯布院厚生年金病院の"排 尿自立"の 援助の進展



表6　 1981年 以後の代表事例文献(5件/25件)



患者 自身に可能な体位変換やハーバー ドタンク浴中の運

動など、個別に応 じた指導あるいは既成のプログラムの

応用を行い、患者が排尿に成功 したときには共に喜 び、

患者の感情の表出やその変化を注意深 くとらえている。

一方、患者の社会性を取 り戻すために作業療法、患者懇

談会、音楽療法、屋外訓練、誕生会、映画、医学講話、

新春カル タ大会など、集団への参加を促 し、その前後 に

排尿を促す と、個別に排尿を促 しても素直に応 じて くれ

なか った患者が、応 じるようにな つたのである。 これ ら

の研究 は1981年 以降の研究文献 にみられる動向のさきが

けと言えよう。

しか し、 この研究がその後の研究に直接及ぼ した影響

については把握で きなかった。事例研究文献数が年代を

追 って減少の傾向にあることは事実である。

2.1981年 以降の研究文献 について

表3が この時期の対象文献の一覧、表6が その中で も

代表的な文献である。1981年 以降 も初あの頃は、1980年

以前の研究が確立 した排尿自立のプログラムの応用 といっ

た研究傾向があったが、 しだいに個 々の患者に応 じて、

どのように"教 える ・導く"こ とができるか、そのため

に一貫 した働きかけをどのように行 ったか、それに伴い

人間としての患者 にどのような変化が現れたか、を具体

的に記述 した研究が多 くなった。言い換えれば、プログ

ラムか ら抜け出す傾向があるとい うことであり、 これは

看護本来の個別な働きかけがあればおのずから排尿自立

の援助が実現するというふ うに考えるようになったとも

言えよう。そこには、"(不 明瞭だが)発 語がある、 フ

トンをあげる、 ベッド柵をたたく、清拭時に殿部をか く

す、排尿前 に体動が激 しくなる"な どのような患者の

微妙な反応を とらえ、"排 泄援助行為時にふざける ・

怒 る、「お しっこってばか り言 う」 ・ 「早 く来て くれな

いか ら出て しまった」などという"と 患者の意志や感情

を読みとろうとする看護婦の姿勢がある。"身 振 り、手

振 り、スキ ンシップを活用 して排尿に必要な`技 術'を

教える、排尿 したときは共に喜 び、失敗 したときは励ま

す、強制誘導 はしない、失敗 して も怒 らない、言葉使 い

に注意する"と いった記述からは、看護婦が"教 える ・

導 く"作 用を明 らかに意識 していることがわかる。"時

間毎の排尿誘導や尿意を問うことを根気よく繰り返す"

のようにどのよ うな働 きかけをどのように繰 り返 してい

るか、患者の意志 ・意欲をどのように受けとめているか、

に反復練習の学習的意義が認識されて行われていること

が読み とれ、学習理論 の応用 を認めることがで きる。
"排泄援助行為時に患者がふざける ・怒 るなどの感情が

減少 した、「早 く来て くれないか ら出て しまった」 ・洗

面の際に 「トイ レによっていこう」 という発語が聞かれ

る"な どを看護婦が捉えているとい うことは、患者が自

分の感情 に気づ く、 自分の限界に気づ く、自分の可能性

を知 ることが、「こんなこともできる」 という患者の意

欲 につながることを知 ったか らであ り、看護における
"教える ・導 く"作 用の幅 ・次元が広が りをみせている

のである。

このような変化を代表 している文献と しては1989年 に

報告 された竹田綜合病院看護部による 「老人痴呆患者の

日常生活動作の拡大 と排尿 自立への援助」をあげること

ができる。そこには、無気力で、見当識障害があり、尿

意の訴えがないためオムツを着用 していた患者が、排泄

が自力でできるよ うにな り退院するまでの約6ヶ 月間の

看護が記述 されている。初めの頃、看護婦は昼夜2時 間

毎に排尿誘導を し、身振 り、手振 り、スキンシップとあ

らゆる手段を使 って尿意を知 らせる方法を患者に教え、

排尿に成功 したときは患者 とともに喜び、失敗 したとき

は励ましていた。やがて限られた発語に患者の感情をと

らえ、それまでのやり方を、患者の気持ちを重視 し、尿

意を確認 してから排尿を誘導するようなやり方 に変更 し、

徐々に日中はおむつをはずす ・夜間はおむつを使用 し時

間誘導をする、 と自立 と依存のバ ランスをとりつつ対応

した結果、患者は排尿の自立 に成功 した。家族にも指導

し、自立 は退院後 も保持 されている。長期間にわたって

看護婦が"教 える ・導 く"、 援助を意識 して実行 し続け

たゆえに、患者のわずかな反応か ら援助方法修正の必要

性を察知することがで き、新たな方法で対応 し、成果を

あげたのである。

IV 結 論

"排尿の自立 に向けての援助"を 主題 とする
、脳血管

損傷 および/あ るいは痴呆の事例研究文献中に、看護の
"教える ・導 く卿作用がどのように表れているか、その

作用 は年代を追 って研究的により明らかにされているか

どうかについて調査 した結果を報告 した。わが国の看護

研究においては、看護の"教 える ・導 く"作 用は、1980

年以前 は、いつ、 どのようにした らよいか という"教 え

る"に 焦点がおかれ、"教 える ・導 く"の プログラム化

に力が注がれていたが、その後 は次第に、患者一人一人

にあわせたよ り個別な働 きかけとなり、脱プログラム化

し、研究者(看 護者)に よ って、常にその人をみつめる

看護その ものの一環 とみなされるよ うにな ってきた。本

来的な看護の不可欠要素 として意識 されつつあるといえ

よう。

本研究の要旨は第18回 日本看護科学学会 において発表

した。



文 献

1)小 玉香津子 ・相馬朝江 ・小山幸代他編集:生 活行動

援助の文献集,日 本看護協会出版会,1986.

2)小 玉香津子 ・相馬朝江 ・小山幸代他編集:1984～

1988生 活行動援助の文献集Ⅱ,日 本看護協会出版会,

1989.

3)小 玉香津子 ・相馬朝江 ・山口利子他編集:1989～

1993生 活行動援助の文献集Ⅲ,日 本看護協会出版会,

1994.

(平成13年10月10日 受稿)

(平成13年12月4日 受理)



Trends in Research on the Teaching-Learning Process of Nursing 

          Focused on Reestablishing Urinary Continence inStroke Patients 

     YAMADA  Yasuko, KOYAMA  Sachiyo 2) and KODAMA  kazuko 

         1) Nagoya City University School of Nursing (Fundamental Nursing) 
         2) Yokohama City University college of Nursing (Fundamental Nursing)

                                      Abstract 

 We had made an index to the nursing research, published between 1949-1993, on the arts of helping 

patient's activities in their daily living. There were 1497 research papers on elimination, 688 of which were 

categorized into teaching-learning, and  then 285 of them were categorized into case reports . This study was 

conducted to find some developing trends of the teaching-learning process of nursing in those case reports , 
especially focused on reestablishing urinary continence in stroke patients . 

 The teaching-learning process in such cases emphasized to initiate a teaching program , before 1980. After 
1981, it can be said that the nurse-researchers felt conscious of their teaching as one of the elements basic 

to nursing practice which always focus on holistic patient . 

Key  words: trends in research, teaching-learning process in nursing, reestablish urinary continence , 
          stroke


